
 

③「国土保全のための総合的な土砂管理手法に関する研究」の評価結果（事前評価） 

 

【総合評価】 

 本研究は、全国の流砂系で土砂移動に伴って生じている防災・環境・利用上の問題に対して、

総合的な土砂管理手法を開発し、土砂移動を改善するために推進すべき研究であり、国総研で重

点的に実施すべきものと評価する。 

なお、天竜川が主な研究対象になるが、社会的文化的な面からの特性や、河川自体の流砂系の

特性もあるため、それらをどう普遍的にとらえ、ガイドライン等に反映させていくか検討された

い。 

 

 

【研究を実施するに当たっての留意事項】 

なお、研究を実施するにあたっては、以下の点についても留意されたい。 

・顕在化している土砂移動問題は、安全とか、安心とか、環境についての、ある特定のものの問

題だと思うが、それについて対策を講じ、効果を検証した後、安全、利用、環境の面について

総合的に評価することが必要である。 

・全国的に顕著な河床低下や、高水敷化による外来種問題といった様々な問題があるため、土砂

に係わる問題を明確にし、問題解決型の研究として取り組まれたい。 

・国土保全のためのトータルな土砂管理ということから考えると、土砂流出をいかに定常状態に

するか、あるいは安定化するかであるが、一方で、集中豪雨や地震などの不安定要因による土

砂生産をどう考慮していくのか検討されたい。 

・社会的関心が高いので、土砂管理の総合的な評価ができるモデルを開発していただきたい。 

・「標準化」は国総研として重要な課題であり、ガイドラインを作成して配布するという目標は、

是非達成していただきたい。 
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